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はじめに

• 対象読者, v ページ

• 表記法, v ページ

• Cisco UCSの関連ドキュメント, vii ページ

対象読者
このガイドは、次の 1つ以上に責任を持ち、専門知識を備えたデータセンター管理者を主な対象
にしています。

•サーバ管理

•ストレージ管理

•ネットワーク管理

•ネットワークセキュリティ

表記法

用途テキストの種類

タブのタイトル、領域名、フィールドラベルなどの GUI要素は、[ ]で
囲んで表記しています。

ウィンドウ、ダイアログボックス、ウィザードのタイトルなどのメイン

タイトルも、[ ]で囲んで表記しています。

GUI要素

マニュアルのタイトルは、このフォント（例：this font）で示していま
す。

マニュアルタイトル
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用途テキストの種類

テキストベースのユーザインターフェイスでシステムが表示するテキ

ストは、このフォント（例：this font）で示しています。
TUI要素

システムが表示するターミナルセッションおよび情報は、このフォン

ト（例：this font）で示しています。
システム出力

CLIコマンドのキーワードは、このフォント（例：this font）で示して
います。

CLIコマンドの変数は、このフォント（例：this font）で示しています。

CLIコマンド

角カッコの中の要素は、省略可能です。[ ]

必ずいずれか1つを選択しなければならない必須キーワードは、波カッ
コで囲み、縦棒で区切って示しています。

{x | y | z}

どれか1つを選択できる省略可能なキーワードは、角カッコで囲み、縦
棒で区切って示しています。

[x | y | z]

引用符を付けない一組の文字。 stringの前後には引用符を使用しませ
ん。引用符を使用すると、その引用符も含めて stringとみなされます。

string

パスワードのように出力されない文字は、山カッコで囲んで示していま

す。

< >

システムプロンプトに対するデフォルトの応答は、角カッコで囲んで

示しています。

[ ]

コードの先頭に感嘆符（!）またはポンド記号（#）がある場合には、コ
メント行であることを示します。

!、#

「注釈」です。役立つ情報や、このマニュアル以外の参照資料などを紹介しています。（注）

「問題解決に役立つ情報」です。ヒントには、トラブルシューティングや操作方法ではなく、

ワンポイントアドバイスと同様に知っておくと役立つ情報が記述される場合もあります。

ヒント

「要注意」の意味です。機器の損傷またはデータ損失を予防するための注意事項が記述され

ています。

注意
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時間を節約する方法です。ここに紹介している方法で作業を行うと、時間を短縮できます。ワンポイントアドバイス

IMPORTANT SAFETY INSTRUCTIONS

This warning symbol means danger. You are in a situation that could cause bodily injury. Before you
work on any equipment, be aware of the hazards involved with electrical circuitry and be familiar with
standard practices for preventing accidents. Use the statement number provided at the end of each warning
to locate its translation in the translated safety warnings that accompanied this device.

SAVE THESE INSTRUCTIONS

警告

Cisco UCSの関連ドキュメント

ドキュメントロードマップ

すべての Bシリーズマニュアルの一覧については、http://www.cisco.com/go/unifiedcomputing/
b-series-docで入手できる『Cisco UCS B-Series Servers Documentation Roadmap』を参照してくださ
い。

すべての Cシリーズマニュアルの一覧については、http://www.cisco.com/go/unifiedcomputing/
c-series-docで入手できる『Cisco UCS C-Series Servers Documentation Roadmap』を参照してくださ
い。

その他のマニュアルリソース

BシリーズとCシリーズのすべてのドキュメントが格納された ISOファイルは、次のURLから入
手できます。http://www.cisco.com/cisco/software/type.html?mdfid=283853163&flowid=25821このペー
ジで、[Unified Computing System (UCS) Documentation Roadmap Bundle]をクリックします。

ISOファイルは、ドキュメントのメジャーリリースの後に更新されます。

ドキュメントの更新通知を受け取るには、Cisco UCS Docs on Twitterをフォローしてください。
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第 1 章

Cisco Host Upgrade Utility の概要

この章は、次の内容で構成されています。

• Cisco Host Upgrade Utilityについて, 1 ページ

• ライセンス契約書, 4 ページ

• HUUユーザインターフェイスについて, 5 ページ

Cisco Host Upgrade Utility について
Cisco Host Upgrade Utility（これ以降はHUUと呼ばれます）は、Cisco UCS Cシリーズサーバ上で
ファームウェアをアップグレードするツールです。 HUUには、Windowsオペレーティングシス
テム上の選択されたプラットフォーム用のコンテナをダウンロードできるオプションがあります。

物理メディアに ISOを書き込むことで HUU ISOからコンテナをダウンロードできます。サーバ
に物理メディアを挿入すると、オートランによりブラウザで Index.htmlページが表示されます。
この index.htmlページでは、コンテナをダウンロードできる場所にアクセスできます。また、標
準的な ISO抽出ユーティリティを使用して ISOからコンテナをダウンロードすることもできま
す。

HUUのユーザインターフェイスでは、アップグレードが必要なファームウェアコンポーネント
を選択できます。以前のリリース（1.4(x)）では、HUUによりコンポーネントを選択しアップグ
レードを開始できるテキストメニューが提供されていました。バージョン 1.5(x)以降では、HUU
によりアップグレードを実行するためのグラフィカルユーザインターフェイスが提供されます。

HUUを使用して、次のコンポーネント上のファームウェアをアップグレードできます。

• Cisco Integrated Management Controller（Cisco IMC）

•システム BIOS

• LAN On Motherboard（LOM）

◦ Intel Ethernet i350 PCI Server Adapter

• RAIDコントローラ
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• Cisco UCS VIC 1225

• Cisco UCS VIC 1225-T

• Cisco UCS VIC 1285

• Broadcom PCIアダプタ

• 5709デュアルおよびクアッドポートアダプタ

• 57712デュアルポートアダプタ SFP+

• 57712デュアルポートアダプタ 10GBaseT

• 57810デュアルポートアダプタ

• Intel PCIアダプタ

◦ i350クアッドポートアダプタ

◦ X520デュアルポートアダプタ

◦ X540デュアルポートアダプタ

• QLogic PCIアダプタ

◦ 2462デュアルポートアダプタ

◦ 2562デュアルポートアダプタ

◦ 2672デュアルポートアダプタ

◦ 8242デュアルポート 10 Gbpsアダプタ

◦ 8362デュアルポートアダプタ

• Emulex PCIアダプタ

◦ LightPulse LPe11002アダプタ

◦ LightPulse LPe12002アダプタ

◦ LightPulse LPe16002アダプタ

◦ OneConnect® OCe11102デュアルポートアダプタ

◦ OneConnect® OCe14102デュアルポートアダプタ

• LSI

• Cisco UCSC RAID SAS 2008M

• LSI MegaRAID SAS 9220-4i

• LSI MegaRAID SAS 9220-8i

• LSI MegaRAID SAS 9240-8i

• LSI MegaRAID SAS 9265CV-8i
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• LSI MegaRAID SAS 9270CV-8i

• LSI MegaRAID SAS 9286CV-8e

• LSI MegaRAID SAS 8110-4i

• LSI MegaRAID SAS 9266-8i

• LSI MegaRAID SAS 9266CV-8i

• LSI MegaRAID SAS 9271CV-8i

• LSI MegaRAID SAS 9285CV-8e

•ハードディスクドライブ

◦ ST9300653SS

◦ ST9146853SS

◦ ST1000NM0001

◦ ST2000NM0001

◦ ST500NM0011

◦ AL13SEB300

◦ AL13SEB600

◦ AL13SEB900

• Fusion-io

◦ Fusion-io ioDrive2 1205G

◦ Fusion-io ioDrive2 3000G

◦ Fusion-io ioDrive2 365G

◦ Fusion-io ioDrive2 785G

• Nvidia

• Nvidia GRID K1

• Nvidia TESLA K10

• Nvidia GRID K2

• Nvidia TESLA K20m

• Nvidia TESLA K20xm

• Nvidia GRID K40
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（注） •これは、さまざまなサーバでサポートされるすべてのコンポーネントの一覧です。特定
のサーバのファームウェアをアップグレードする場合、HUUでは、そのサーバでサポー
トされているコンポーネントだけが検出され、表示されます。

さまざまなサーバによってサポートされているコンポーネントの更新情報については、次のURL
で入手できる『Release Notes for Cisco UCS C-Series Software, Release 2.0(x)』を参照してください。

非インタラクティブ HUUを使用する Cシリーズサーバのファームウェアのアップグレードにつ
いては、『Cisco UCS Rack-Mount Servers Cisco IMC XML API Programmer Guide』を参照してくださ
い。

ライセンス契約書
HUUのブート後に最初に表示されるインターフェイスは、エンドユーザライセンス契約書です。
[I Agree]を選択してこのライセンスに同意します。

   Cisco Host Upgrade Utility 2.0(1) ユーザガイド
4 OL-32095-01-J   

Cisco Host Upgrade Utility の概要
ライセンス契約書



HUU ユーザインターフェイスについて
ここでは、HUUユーザインターフェイスのさまざまなセクションの UI要素について簡単に説明
します。

図 1：HUU ユーザインターフェイス

説明UI 要素

1.[Inventory]セクション

コンポーネントの行番号が表示されます。Id

サーバのコンポーネントのリストが表示されます。コンポーネント

PCIアダプタコンポーネントのPCIスロット情報が表示
されます。

PCI Slot

リストされたコンポーネントごとに、そのファームウェ

アの現在のバージョンが表示されます。

現在のバージョン
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説明UI 要素

アップグレードに利用可能なファームウェアのバージョ

ンが表示されます。

Update Version

更新の進行中に、リストの各要素の更新のステータスが

表示されます。

Update Status

2.[Controls]セクション

このボタンを使用すると、選択したコンポーネントの

ファームウェアの更新が開始されます。

アップデート

このボタンを使用すると、サーバのすべてのコンポーネ

ントのファームウェアの更新が開始されます。

Update All

このボタンを使用すると、新しいファームウェアをサ

ポートする特定のハードドライブのファームウェアの

更新が開始されます。

Update HDD Firmware

このボタンを使用すると、更新の詳細なステータスを含

むログファイルが、サーバに物理的またはKVMvMedia
経由で接続されている外部 USBデバイスに保存されま
す。更新中にエラーが発生すると、ログを保存するよ

う求められます。 [Save Logs]機能は、トラブルシュー
ティングに役立ちます。

Save Logs

このボタンを使用すると、各コンポーネントで、以前

HUUを使用して更新されたファームウェアのバージョ
ンと、コンポーネントのファームウェアの現在のバー

ジョンが比較されます。

Verify Last Update

このボタンを使用すると、CIMCの設定が出荷時の初期
状態に復元されます。

Restore CIMC Defaults

このセクションでは、更新のステータスが表示されま

す。

3. [Current Activity]

セクション

このセクションでは、更新の進行中に、さまざまなアク

ティビティやステータスの詳細なログが表示されます。

4.実行ログ

セクション
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第 2 章

要件およびサポート

この章は、次の内容で構成されています。

• 要件, 7 ページ

• サポート, 8 ページ

要件

各サーバプラットフォームに対して個別の ISOコンテナがリリースされます。サーバに適切
な ISOコンテナをダウンロードする必要があります。

重要

2.0(x)から 1.5.4以前のバージョンにダウングレードする場合は、まず 1.5.4にダウングレード
して、それから目的のバージョンにダウングレードする必要があります。

（注）

CIMC および BIOS バージョンの最小要件コンテナServer

CIMCバージョン：1.5(4)

BIOSバージョン：1.5.4f.0

1.5.4C22

CIMCバージョン：1.5(4)

BIOSバージョン：1.5.4f.0

1.5.4C24
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CIMC および BIOS バージョンの最小要件コンテナServer

Intel Xeon(C) 26XXシリーズまたは Intel
Xeon(C)24XXシリーズプロセッサ搭載のCPU
の場合

CIMCバージョン：1.5(4)

BIOSバージョン：1.5.4f.0

Intel Xeon(C) 26XXV2シリーズプロセッサ搭
載の CPUの場合

CIMCバージョン：1.5(4)

BIOSバージョン：1.5.4f.0

1.5.4C220

Intel Xeon(C) 26XXシリーズまたは Intel
Xeon(C)24XXシリーズプロセッサ搭載のCPU
の場合

CIMCバージョン：1.5(4)

BIOSバージョン：1.5.4f.0

Intel Xeon(C) 26XXV2シリーズプロセッサ搭
載の CPUの場合

CIMCバージョン：1.5(4)

BIOSバージョン：1.5.4f.0

1.5.4C240

サポート
Cisco Host Upgrade Utilityは、Cisco UCS Cシリーズサーバ上の LOMおよび LSIコントローラデ
バイスのファームウェアをチェックし、更新します。サポートされたサーバでサポートされる

LOMおよび LSIコントローラデバイスの完全なリストについては、次の URLで入手できる
『Release Notes for Cisco UCS C-Series Software, Release 1.5(x)』を参照してください。

http://www.cisco.com/en/US/products/ps10739/prod_release_notes_list.html
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第 3 章

Cisco UCS C シリーズサーバのファームウェ
アの更新

この章では、次の事項について説明します。

• HUUを使用した Cisco UCS Cシリーズサーバのファームウェアの更新, 9 ページ

HUU を使用した Cisco UCS C シリーズサーバのファーム
ウェアの更新

HUU ISOを使用して、書き込み可能なディスク（DVDまたは CD）によりホストからローカルで
サーバのコンポーネントをアップグレードしたり、HUU ISOを仮想デバイスとしてマウントする
ことによりリモートでサーバのコンポーネントをアップグレードしたりできます。この手順で

は、HUUを使用してファームウェアをアップグレードする方法について説明します。

ステップ 1 HUU ISOファイルをダウンロードします。
a) http://www.cisco.com/cisco/software/navigator.htmlにアクセスします。
b) 中央のカラムで、[Servers – Unified Computing]をクリックします。
c) 右側のカラムで、[Cisco UCS C-Series Rack-Mount Standalone Server Software]をクリックします。
d) 右側のカラムでサーバのモデル名を選択します。
e) [Unified Computing System (UCS)Server Firmware]をクリックします。
f) リリース番号を選択します。
g) [Download Now]をクリックして ucs-server platform-huu-version_number.isoファイルを
ダウンロードします。

h) 次のページで情報を確認後、[Proceed With Download]をクリックします。
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i) 次の画面に進んでライセンス契約に同意し、このファイルを保存する場所を参照します。

ステップ 2 ローカルアップグレード用に ISOを準備する場合は、このステップを完了するか、ステップ 3に進みま
す。

a) 書き込み可能なディスク（CD）に ISOイメージを書き込みます。
b) VGAモニタと USBキーボードを Cisco Cシリーズサーバに接続します。
c) ディスクを Cisco Cシリーズサーバの DVDドライブに挿入します。
d) ステップ 4に進みます。

ステップ 3 KVMコンソールを使用してリモートアップグレードのために ISOを準備します。
a) ブラウザを使用して、アップグレードするサーバ上の Cisco IMC GUIソフトウェアに接続します。
b) ブラウザのアドレスフィールドにサーバの Cisco IMC IPアドレスを入力し、次にユーザ名とパスワー
ドを入力します。

c) ツールバー上の [Launch KVM Console]をクリックして、KVMコンソールを起動します。
d) KVMコンソールで、[Virtual Media]をクリックします。
e) [Add Image]をクリックし、ucs-server-name-huu-version_number.iso fileをクリックします。
f) [Client View]領域の [Mapped]カラムで、追加する ISOファイルのチェックボックスをオンにし、マッ
ピングが完了するまで待機します。

g) ISOファイルがマップ済みリモートデバイスとして現れたら、ステップ 4に進みます。

ステップ 4 サーバを起動し、[Boot Menu]画面を開くよう求められたら、F6を押します。

ステップ 5 [Boot Menu]画面で、準備された ISOを選択します。

•ローカルアップグレードの場合は、物理 CD/DVDデバイスを選択し、Enterを押します。

•リモートアップグレードの場合は、[Cisco vKVM-Mapped vDVD1.22]を選択し、Enterを押します。

選択したデバイスからサーバがブートします。

ステップ 6 HUUをブートすると、Cisco End User License Agreement（EULA）が表示されるので、EULAを読み、

• [I Agree]をクリックしてライセンス契約書に同意し、更新を進めます。

•キャンセルする場合は [I Disagree]をクリックします。

EULAに同意すると、[Cisco Host Upgrade Utility]ウィンドウが表示され、更新が利用可能なすべてのコン
ポーネントのリストが表示されます。

ステップ 7 リストされたすべてのコンポーネントを更新する場合は、[Update all]をクリックします。
（注） •バージョン 1.5(1l)以前から、またはバージョン 1.5.3から 2.0 (x)に更新する場合は、Cisco

IMCのアクティブなバージョンとバックアップバージョンの両方が 2.0(x)に更新されま
す。

•更新中に KVM接続が切断されるため、更新の進行状況を表示するには再接続する必要が
あります。
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[Enabling Cisco IMC Secure Boot]確認ダイアログボックスが表示されます。

ステップ 8 確認ボックスの内容を注意深く読み、先に進んでファームウェアを更新しCiscoセキュアブートをイネー
ブルにする場合は、[Yes]をクリックします。
（注） •バージョン 2.0 (x)以下から 2.0 (x)に更新する場合は、[Yes]をクリックすると、Cisco IMC

のアクティブなバージョンとバックアップバージョンの両方が 2.0(x)に更新されます。

•更新中に KVM接続が切断されるため、更新の進行状況を表示するには再接続する必要が
あります。

Cisco IMCセキュアブートの詳細については、『CiscoUCSC-Series Servers IntegratedManagement
Controller GUI Configuration Guide, Release 2.0(1)（Cisco UCS Cシリーズサーバ Integrated
ManagementControllerGUIコンフィギュレーションガイド、リリース 2.0(1)）』の「Introduction
to Cisco IMC Secure Boot（Cisco IMCセキュアブートの概要）」の項を参照してください。

ステップ 9 リストの特定のコンポーネントを更新する場合は、更新するコンポーネントを選択します。

ステップ 10 [Update]をクリックします。
（注） •あるコンポーネントのファームウェアを特に更新する場合を除き、[Update all]オプション

を使用してすべてのコンポーネントのファームウェアを更新することを推奨します。

• Cisco IMCファームウェアを更新するときは、常に BIOSを更新することを推奨します。
また、BIOSファームウェアを更新するときは、常にCisco IMCを更新することを推奨しま
す。

• Cisco IMCファームウェアを更新する場合は、更新が正常に終了した後に、サーバをリブー
トして新しいファームウェアをアクティブ化します。

• Cisco IMCと他のコンポーネントを一緒に更新することを選択し、BIOSを選択していない
場合は、終了時にシャーシファームウェアを更新するよう求めるプロンプトが表示される

ので、確認ダイアログボックスで [Yes]をクリックしてシャーシファームウェアを更新し
ます。

これにより更新が開始され、更新のステータスが、[Update Status]カラムに表示されます。また、ファー
ムウェアの更新中は、[ExecutionLogs]セクションに、関連する一連のアクティビティとステータスの詳細
なログが表示されます。

ステップ 11 サーバのハードディスクのファームウェアを更新する場合は、[UpdateHDDFirmware]をクリックします。
ウィンドウに新しいファームウェアをサポートするサーバのハードディスクドライブのリストが表示され

ます。ファームウェアのアップグレードをサポートしていないハードディスクドライブは表示されませ

ん。

ハードディスクドライブのファームウェアを更新すると、データ損失が発生する可能性がありま

す。シスコは、ファームウェアを更新する前に完全なシステムバックアップを作成することを推

奨します。

重要

a) すべてのハードディスクのファームウェアを更新するには、[Update All]をクリックします。
このオプションでは、最新のファームウェアがインストールされた HDDは更新されません。
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b) 特定の HDDを更新するには、HDDを選択し、[Update]をクリックします。

ステップ 12 サーバをリブートします。

ステップ 13 サーバをリブートし、[VerifyLastUpdate]をクリックして、更新が正常に完了したかどうかを確認します。
このアクションは、各コンポーネントで、以前 HUUを使用して更新されたファームウェアのバージョン
と、コンポーネントのファームウェアの現在のバージョンを比較し、更新のステータスを表示します。

ステップ 14 更新ステータスのログファイルを後で使用できるように保存する場合は、[SaveLogs]をクリックします。
更新の詳細なステータスを含むログファイルは、サーバに物理的または KVM vMedia経由で接続されて
いる外部 USBデバイスに保存されます。

ファームウェアの更新中にエラーが発生すると、エラーログを保存するよう求められます。接

続された外部 USBにログを保存する場合は、[Save Logs]をクリックします。このログは、エ
ラーの原因の特定とトラブルシューティングに使用できます。

（注）

ステップ 15 HUUを終了する場合は、[Exit]をクリックします。
（注） • Cisco IMCを更新し、BIOSを更新していない場合は、[Exit]をクリックすると Cisco IMC

がアクティブになり、Cisco IMCと KVMへの接続が切断されます。

•更新用に LOMを選択しており、Shared LOMモードである場合は、[Exit]をクリックする
と Cisco IMCと KVMへの接続が切断されます。
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第 4 章

トラブルシューティング

この章は、次の内容で構成されています。

• トラブルシューティング, 13 ページ

トラブルシューティング
次の表に、発生する可能性がある問題をトラブルシューティングする際の推奨事項を示します。

推奨されるソリューション問題

これは、ファームウェア更新後の想定される

動作です。CiscoIMCに再びログインし、KVM
セッションを再び確立します。

更新して再起動した後に Cisco IMCへの接続は
失われ、KVMセッションが終了します。

このエラーメッセージは、HUU ISOがサーバ
でサポートされていない場合に表示されます。

サーバでサポートされたHUU ISOを使用しま
す。

次のエラーメッセージが表示されます。

PID, Board Part Number, Product Part Number

<PID, Board Part Number, Product Part Number>

is not supported by this HUU image. HUU will

not boot on this machine. Press any key to

reboot the server.
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